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第 3報 大豆作付間隔と収量性及び堆肥 ,有効微生物の施用効果
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1は じ め に

大豆を一定のFB5隔で作付しておき,そのF●5隔の長短が次

作大豆の生育・収量に及ぼす影響をみた。また, 5年目の

連作畑で堆肥,有効微生物 (根粒菌,細菌性活性土壌改良

剤)施用の効果を輪作畑と対比し,連作畑での収量回復方

法について検討したので報告する。

2 試 験 方 法

(1)試験 I: 大豆の作付間隔と生育,収量
は場の作付前歴は表 1に示したとおりで,各作物とも標

準施用量で栽培した。改良資材は 1977年に苦土石灰15,熔
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燐10,堆肥 150を施用し,ク 8年以降堆肥は毎年 150,炭カ
ルは′78年15,苦上石灰は′81年 10,熔燐 67F/aを それぞれ施

用した。1982年の供試品種はシロセンナリ, 6月 8日 まき

畦幅70け ,株間18", 2粒まき,N-01, P205-06,
CO-05● /a施用とした。
0)試験■: 堆肥及び有効微生物施用効果
1981年の供試ほ場は大豆連作 5年目畑と輪作畑 (オ クラ

～馬鈴薯,小麦～自菜～スイートコーンの作付体系あと)
を用い表 3のとおり12区を設けた。堆肥は全面に 150,細

菌性活性土壌改良剤 6しそ (レ ンヨー)は条溝施用,根粒
苗 (十勝農協連)は種子 4″当たり50′ を粉衣した。′78年
の試験では堆肥,オクラ残梓各 300りそ (生体)を 4月 14日

に全面施用し,細菌性活性土壌改良剤 6″ との併用効果を

大豆     大豆
自菜   スイートコーン

スイートコーン   大豆
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オクラ   馬鈴薯 小麦

みた。また,1982年は大豆連作 5年目畑●根粒菌の粉衣量

を,1979年は水田転作初年目から3か年間接種し,根粒菌
の連用効果を同一ほ場でそれぞれ検討した。

3 試験結果及び考察

(1)試験 I: 大豆の作付間隔と生育 収量
試験区NO-1は大豆連作 6年目,NO-2区 は 2年目,
そしてNO-3～ 6区は大豆作付FBl隔が 1～ 4年である。
したがって,間隔の最も長いNO-6区 は最初の大豆作付
から5年目にあたる。最初の大豆前作はスイートコーンで,

後作はオクラとして統一したが,本試験の大豆前作は表 1
のとおりである。そのため,前作の影響は当然考えられる
が,大豆作の間隔による影響が大きいとみて考察する。
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成熟期の全重は作付間隔 1, 2年でやや重く主茎長も長  れて 1次分枝数,薬数,子実重率等は増加傾向を示すが,
い力ヽ 間隔0年と6年連作区で急に軽く,しかも短くなり,  百粒重や主茎長.節数,茎の太さ等にははっきりした傾向
小形化している。次に間隔が 1年から4年と長くなるにつ  はみられなかった。子実重率は作付間隔 1, 2年区の前作
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表 1 作付前歴

表 2 生育収量
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が馬鈴薯と自菜で低下している。おそらく生育量がやや大

きくなったことと関係しているものと思われる。作付間隔

と収量との関係は表 2の とおりで,間隔が 3年の場合は 4%,
2,1,0年 (2年連作)でそれぞれ5,7.11%減収し, 6年連
作では20%に達した。

表3 収量及び要因号1効果

連輪作

0)試験Ⅱ: 堆肥及び有効微生物の施用効果
輪作畑の試験区をこみにした平均収量は 2616じんで ,

5年連作畑はそれより72%減収し,全重 118,茎重 247
%それぞれ軽く生育と収量は明らかに劣っている。表 3の

結果から施用資材の効果をみると両畑とも堆肥と細菌性活
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注 堆 :堆肥,微 :細菌性活性土壌改良剤,根 :根粒菌

性土壌改良剤の施用で明らかに増収している。輪作畑では

前記のほか根粒菌接種の効果も大きく,これらの総合効果
として 179%増収したが,連作畑では根粒菌の接種効果は
みられず,堆肥と細菌性活性土壌改良剤の効果は,2%で ,

輪作畑に比べその効果は小さかった。各処理ごとの効果は

次のとおりである。

1)堆肥の効果 : 連作畑では畑 巴施用によって全重,
茎重,子実重とも増加し,子実重は26～ 35%増収した。

これに対し,輪作畑では堆肥を施用しても全重と茎重はか
ならずしも増加していないが,子実重率の高まりが増収に
結びついており,生産効率の高まりがみられる。
a細菌性活性土壌改良剤の効果 : 連作畑では全重,

子実重,百粒重とも施用効果大きく,それぞれ 52～ 53,
50～ 65, 67～ 89%増加している。この傾向は輪作畑
でもほぼ同様であった。1978年 にオクラ残稗や堆肥と細菌

性活性+壌改良剤の併用試験の結果は表 4のとおりで,地
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上部鞄物重の最大期には 6～13%重く,子実重は10～ 13%
増収し,堆肥,オ クラ残稗との併用効果が大きく現われ,
表 3の結果とはぼ一致している。

"根
粒菌の接種効果:連作畑では根粒菌の接種によっ

て全重は軽く,子実重は 3～41%減収し,その効果は認め
られないが,輪作畑では 59～ 92%増収し,全重,茎重と
も重くなり,連作畑とはっきり異なる様相がみられる。1982

年の試験では連作 5年目畑で根粒菌の粉衣量を 100夕 に増

量しても効果は認められなかった。しかし,1979年の試験
で水田転換畑の初年目から3年間毎年根粒菌を接種したは

場では初年目2, 2年 目10, 3年 目13%と それぞれ増収す
ることを認めている。したがって,無接種の大豆連作畑及
び連作畑の単年度使用では,その期間中に土着の根粒菌や
ある種の上壌微生物が増殖し,新 しく接種した根粒菌との
間に競争関係があったものと推定される。そのため,毎年
根粒菌を接種した場合はその種の菌が増殖し好結果を示す

ものと推定される。

4 摘    要

大豆の作付間隔と連作畑における堆肥,細菌性活性土壌
改良剤及び根粒菌接種の効果を検討し次の結果を得た。

① 大豆間の作付間隔が短縮するにつれて減収し,その
関係は r=0979考  Y‐ 896■ 25X(Y:収 量標比, X:
作付関隔年数)の 1次回帰式で示され,間隔 0年 (2年連
作)では11%減収した。
② 連作畑の堆肥施用で 26～35%,細菌性活性土壌改
良剤の施用で 53-65%増収し,両者の総合効果として 89
%増収したが,根粒菌接種の効果は認められず,逆に 3～
4%減収した。ただし,毎年継続使用した連作畑では効果
が現われ,土壌中における有効根粒菌の増殖が推定された
③ 輪作畑では堆肥,細菌性活性土壌改良剤,根粒菌等
いずれも効果が大きく,これらの総合効果として17'%増

収し,連作畑と異なる結果を示した。
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表 4 細菌性活性土壌改良剤と有機物併用効果
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